











































材史料とし、護持院の将軍家との関係を考察したい。先ず、護持院において恒例として行われている祈禱・法会・行事について、【表１】月次として実施されているもの【表２】年次として実施されているものとして、覧表を作成 た。先ず、 【表１】 から見ていきたい。元禄期の様相を比べると、 隆光・亮賢・
綱吉・桂昌院の法会が増えた程度で、基本的な内容に変化は無い。綱吉・桂昌院の法会が月次として実施されていることから、元禄期における護持院と将軍家の関係の深さが窺える。月次登城の日取も
・十六・二十八

















































































































































































































































































































































































令であり、 札守等の献上も「勝手次第」と許可されている。したがって、将軍家の祈禱を恒常的に実施していない寺院でも祈禱を実施したこと指摘できる。恐らく、同様 内容で祈禱令が下され、その時だけ祈禱を実施する寺院は多数存在したと思われる。そして、そうした 的に禱を した も、将軍家祈禱寺の端として解釈してしまう場合も在ったのではないだろうか。金輪寺に対する祈禱寺としての評価は、こうした解釈に拠るものと 言わないが、護持院を視野に入れた場合 両寺院における機能には差異があると言える。
五 　おわりに
本稿では、 享保期以降の護持院における山内機構を明らかにした結果、





を実施していたとは考え難 。同時に、護持院のよう 山内機構が将軍家の祈禱を目的に特化されたものであることを証明できる寺院は多くないだろう。このことからも、将軍政権下における護持院は寛永 と共に将軍家祈禱寺の中でも中心的な存在とし 解釈することが出来る。
また、 前掲した寛政期の鏡開の内容から窺える通り、 幕府の寛永寺（＝




































































































































二〇〇六）などである。（（）坂本前掲右同書。元禄期と享保期 おけ 基本的な祈禱の様相は、制限を受けたことによる数量に変化は在ったものの 将軍家祈禱寺としての機能に変化は いことを指摘されている。（（）拙稿前掲註
（（）で、享保期以降の将軍家子女出生に関する祈禱事例を








) 」 （ 『豊山学報』二〇〇七
〜
〇九）参照。以下、 『年中行事』
と省略する。（（）『筑波山護持院「年中行事 　附臨時雑記」 』三月朔日条（（）『筑波山護持院「年中行事 　附臨時雑記」 』二月朔日条（（）国立公文書館内閣文庫蔵『江戸幕府日記』架番号

六〇‐





















宇高氏の論考（六九〜六六九頁）によれば、古義真言宗五箇寺は享保七年には確実に機能していたようであるが、そ 成立には不明な点が多いと言う。（（（）太田尚宏「王子村大岡家文書について」 （ 『王子村
	 大岡家文書
	 調査








報告書Ⅰ』東京都北区教育委員会、二〇〇〇）（（（）『大岡家文書 文化十年七月廿九日・晦日条（（（）「西丸御簾中様御安産御祈禱巻数献上・竹千代様御無難御成長御祈禱巻数献上・同御誕生御祝儀御能拝見諸願等留記」文化十年七月月廿九日条、 （ 『王子村
	 大岡家文書
	 調査報告書Ⅰ』東






























































	 十二月は五日に繰り上げて修行	 六月は吉祥月	 毎月護持院護国寺交替で修行（三月は正御影供）	 五月は七日に修行	 
・二・三・五・八・九・十・十
・十二月のみ















































本命星供祈祷札当月の祈祷札聖天浴油供祈祷札誕生日 ・板札長日祈祷札長日祈祷札本命星供祈祷札当月の祈祷札光明真言護摩札守本命星供祈祷札当月の祈祷札聖天浴油供祈祷札誕生日 ・板札長日祈祷札長日祈祷札本命星供祈祷札当月の祈祷札当月の祈祷札聖天浴油供祈祷札誕生日 ・板札当月の祈祷札長日祈祷札長日祈祷札本命星供祈祷札当月の祈祷札星供祈祷札
献上名目
本命星供七箇日五大虚空蔵・星本尊供・延命地蔵・荒神供・最勝王経聖天浴油七箇日筑波山本地護摩・転読大般若五大明王・筑波権現・真読大般若・本卦・日待大日如来・聖天花水・当卦本尊・仁王・日待本命星供七箇日本卦・愛染・十二天・真読大般若・薬師光明真言護摩本命星供七箇日五 虚空蔵 星本尊供・延命地蔵・荒神供・最勝王経聖 浴油七箇筑波山本地護摩・転読大般若五 明王 筑波権現・真読大般若・本卦・日待大 如来・聖天花水・当卦本尊・仁王・日待本命星供七箇日本卦・愛染・十二天・真読大般若・薬師五 虚空蔵・星本尊供・延命地蔵・荒神供・最勝王経聖天浴油七箇日筑波山 地護摩 転読大般若筑波権現・薬師・普賢・東照宮祭礼・六観音五大明 筑波権現・真読大般若・本卦・日待大日如来 聖天花水・当卦本尊・仁王・日待本 星供七箇日本卦 愛染・十二天 真読大般若・薬師当年星供七箇日
内符に記されている主な祈祷名















に関する進捗状況と問題点を挙げる。即ち、先論 緻密な研究蓄積により護持院については様相が解明され、その性格は「奥向」とされている方で、寛永寺に関しては明確な史料提示がされないまま将軍家祈禱寺として周知され、その性格は「表向」とされている。表・奥これら二つの性格を合わせてこそ、将軍家祈禱寺 全体像は浮き彫りとな 。本の焦点のつとなる する問題は次の通りである。①寛永寺における祈禱実態の様相を伝える日鑑や年中行事記などの寺院史料不足。②祈禱寺でありながらも菩提寺の性格を有したことによる機能の曖昧化。③寛永寺門跡が輪王寺門跡・天台座主を兼任したことによる機能の同視 以上を交え考察しなければ、将軍家祈禱寺に関する研究は成果を得られないと問題提起し、以降、考察を進めることとした。
第二章「将軍家祈禱寺の様相」では、護持院が実施した祈禱事例をま
とめ同寺の祈禱寺としての性格を改めて整理・考察した。近世初期・元禄期・享保期・享保期以降と幾つかに分類した時代 おけ 護持院 祈禱寺としての様相を考究し、また、同じ新義真言宗 あり 将軍綱吉の生母桂昌院が建立した護国 における祈禱実施の内容とを比較 結果、将軍の祈禱のみを実施する山内機構 有する護持院の方が祈禱寺として相応 いと論証した。
第三章「将軍家祈禱寺」では、天台宗寺院である寛永寺・輪王寺・覚




されている諸宗寺院における祈禱命令を中心 考察し、 そこから ・寛永寺の祈禱寺としての存在意義にアプローチを図 。御触が表向からの祈禱依頼であるにもかかわらず、寛永寺の名前 確認す こと 出来なかった。また、他史料からは護持院が将軍家祈禱寺 中でも 代表的な存在の寺院とし 認識され いたことが指摘でき 。これらのからも、護持院・寛永寺の祈禱寺として 存在意義は別在していると論証した。
結論として、寛永寺の性格は兼任した輪王寺で実施された祈禱により
判断できる。即ち 幕府が直面した「朝廷を超越する 不可能」と言う現実問題への解決策として、宗教権威を取り入れることにより朝廷に準拠する政治権力を形成し、国内支配を継続させて行くことに目的が
置かれていたと判断する。従って、将軍家と言うよりも、幕府が打ち立てた「公儀」的な意味合いを有した祈禱寺であったと捉えることが出来る。従って、両寺院のどちらが将軍家祈禱寺として相応しいのかと言うよりも、護持院が「将軍政治の内部部分」 、寛永寺が「将軍政治 朝廷を意識した外部部分」 を担う祈禱寺として機能を果た い 言 。こうした規定付けをすれば、両者は機能を干渉することなく幕府権力の下に上手く調和し祈禱寺としての職務を果たせていた可能性を指摘できる。このことから、将軍家祈禱寺の全体的な枠組みと定の基準点を設けることが出来たのではないだろうか。そして、護持院・寛永寺の両院をつの頂点とし 将軍家 全体の様相究明は、ここを基準に考察することが可能となろう。
